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人 事 委 規 則 

 

三 重 県 人 事 委 員 会 は 、 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 規 定 に 基 づ

き 、 三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 四 （ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま

す 。  

 令 和 四 年 一 月 二 十 五 日  

                         三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子  

   三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 四 （ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 四 （ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

附  則  附  則  

１ ～ ９  （ 略 ）  １ ～ ９  （ 略 ）  

 （ 試 験 防 疫 業 務 手 当 の 特 例 ）   （ 試 験 防 疫 業 務 手 当 の 特 例 ）  

1
0  条 例 附 則 第 八 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 期 間

は 、 令 和 二 年 二 月 一 日 か ら 当 分 の 間 と す る 。  
1
0  条 例 附 則 第 八 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 期 間

は 、 令 和 二 年 二 月 一 日 か ら 令 和 四 年 一 月 三 十 一 日

ま で と す る 。  

1
1
～ 1
4  （ 略 ）  1
1
～ 1
4  （ 略 ）  

別 表 第 十 一 （ 第 二 十 六 条 関 係 ）  別 表 第 十 一 （ 第 二 十 六 条 関 係 ）  

刑 事 作 業 手 当 等  刑 事 作 業 手 当 等  

 適   用   範   囲  支  給  額    適   用   範   囲  支  給  額   

 一 ～ 四  （ 略 ）  （ 略 ）    一 ～ 四  （ 略 ）  （ 略 ）   

 五  条 例 第 三 十 四

条 第 一 項 に 規 定

す る 警 察 特 殊 業

務 に 従 事 す る 者  

１ ～ ４ （ 略 ）  （ 略 ）    五  条 例 第 三 十 四

条 第 一 項 に 規 定

す る 警 察 特 殊 業

務 に 従 事 す る 者  

１ ～ ４ （ 略 ）  （ 略 ）   

 ５ 条 例 第 三 十 四

条 第 一 項 第 四 号

の 業 務 に 従 事 す

る 者  

日 額  六 四 〇 円

（ 天 皇 又 は 皇 后 、

上 皇 、 上 皇 后 、 皇

太 子 、 皇 太 子 妃 、

皇 嗣 若 し く は 皇

嗣 妃 の 側 近 警 衛

業 務 に 従 事 す る

場 合 そ の 他 人 事

委 員 会 が 別 に 定

め る 場 合 に あ つ

て は 、 日 額  一 、

一 五 〇 円 ）  

  ５  条 例 第 三 十 四

条 第 一 項 第 四 号

の 業 務 に 従 事 す

る 者  

日 額  一 、 一 五 〇

円  

 

 ６ ～ 1
2  （ 略 ） （ 略 ）    ６ ～ 1
2  （ 略 ） （ 略 ）   

  

   附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 十 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 人 事 委 員 会 は 、 現 業 職 員 に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 （ 令 和 三 年 三 重 県 条 例 第

四 十 八 号 ） の 施 行 に 伴 い 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） 等 の 規 定 に 基 づ き 、

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 七 九 （ 現 業 職 員 に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う 関 係 人 事 委 員 会 規 則 の 整 備 に 関 す る 規 則 ） を

こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 四 年 一 月 二 十 五 日  

                        三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子    

   三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 七 九 （ 現 業 職 員 に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う 関 係 人 事 委 員 会 規 則 の 整 備 に 関 す る 規
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則 ）  

 （ 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  
第 一 条  三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 一 六 （ 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

第 二 条  条 例 第 二 十 一 条 第 一 項 後 段 の 規 則 で 定 め る

職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と し 、 こ れ ら の 職 員 に は 、

期 末 手 当 を 支 給 し な い 。  

第 二 条  条 例 第 二 十 一 条 第 一 項 後 段 の 規 則 で 定 め る

職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と し 、 こ れ ら の 職 員 に は 、

期 末 手 当 を 支 給 し な い 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  そ の 退 職 の 後 基 準 日 ま で の 間 に お い て 、 次 に

掲 げ る 者 で あ つ て 非 常 勤 の 職 員 （ 法 第 二 十 八 条

の 四 第 一 項 若 し く は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に

よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） で 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時

間 勤 務 の 職 を 占 め る も の （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間

勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 、 育 児 休 業 法 第 十 八 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 職

員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 を 受 け る

職 員 （ 企 業 庁 又 は 病 院 事 業 庁 に お い て 、 当 該 条

例 の 規 定 の 例 に よ る 職 員 を 含 む 。 ） の う ち 期 末 手

当 の 支 給 対 象 者 で あ る も の （ 以 下 「 会 計 年 度 任

用 職 員 」 と い う 。 ） 若 し く は 公 立 学 校 の 会 計 年 度

任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す

る 条 例 （ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 期 末 手 当 の 支 給 対 象 者 で あ る

も の （ 以 下 「 公 立 学 校 会 計 年 度 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） そ の 他 人 事 委 員 会 の 定 め る 者 を 除 く 。 ） 以

外 の 職 員 と な つ た も の  

二  そ の 退 職 の 後 基 準 日 ま で の 間 に お い て 、 次 に

掲 げ る 者 で あ つ て 非 常 勤 の 職 員 （ 法 第 二 十 八 条

の 四 第 一 項 若 し く は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に

よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） で 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時

間 勤 務 の 職 を 占 め る も の （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間

勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 、 育 児 休 業 法 第 十 八 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 職

員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 を 受 け る

職 員 （ 企 業 庁 又 は 病 院 事 業 庁 に お い て 、 当 該 条

例 の 規 定 の 例 に よ る 職 員 を 含 む 。 ） の う ち 期 末 手

当 の 支 給 対 象 者 で あ る も の （ 以 下 「 会 計 年 度 任

用 職 員 」 と い う 。 ） 若 し く は 公 立 学 校 の 会 計 年 度

任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す

る 条 例 （ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 期 末 手 当 の 支 給 対 象 者 で あ る

も の （ 以 下 「 公 立 学 校 会 計 年 度 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） そ の 他 人 事 委 員 会 の 定 め る 者 を 除 く 。 ） 以

外 の 職 員 と な つ た も の  

イ ・ ロ  （ 略 ）  イ ・ ロ  （ 略 ）  

ハ ・ ニ  削 除  ハ  現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条

例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用

を 受 け る 職 員  

 ニ  県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及

び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条

例 第 二 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員  

ホ ～ ヌ  （ 略 ）  ホ ～ ヌ  （ 略 ）  

三  （ 略 ）  三  （ 略 ）  

 （ 職 員 の 特 地 勤 務 手 当 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 三 〇 （ 職 員 の 特 地 勤 務 手 当 等 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

第 五 条  （ 略 ）  第 五 条  （ 略 ）  

２  条 例 第 十 九 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 一

項 の 規 定 に よ る 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上

必 要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規
２  条 例 第 十 九 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 一

項 の 規 定 に よ る 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上

必 要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規
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則 で 定 め る 職 員 は 、 新 た に 特 地 公 署 又 は 準 特 地 公

署 に 該 当 す る こ と と な つ た 公 署 に 在 勤 す る 職 員 で

そ の 特 地 公 署 又 は 準 特 地 公 署 に 該 当 す る こ と と な

つ た 日 （ 以 下 「 指 定 日 」 と い う 。 ） 前 三 年 以 内 に 公

立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重

県 条 例 第 十 号 ） 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び

基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六

十 二 号 ） 若 し く は 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種

類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第

五 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 以 下 「 公 立 学 校 職

員 給 与 条 例 等 適 用 職 員 」 と い う 。 ） 、 国 家 公 務 員 、

他 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人

の 職 員 等 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律

第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独

立 行 政 法 人 の 職 員 及 び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立

行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は

一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 等 （ 三 重 県 職 員 退 職

手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一

号 ） 第 七 条 第 五 項 第 二 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 独 立

行 政 法 人 等 職 員 及 び 同 条 例 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規

定 す る 県 設 立 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） で あ つ た 者 か ら 人 事 交 流 等 に よ り

引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な つ て 当 該

公 署 に 在 勤 す る こ と と な つ た こ と に 伴 つ て 住 居 を

移 転 し た も の と す る 。  

則 で 定 め る 職 員 は 、 新 た に 特 地 公 署 又 は 準 特 地 公

署 に 該 当 す る こ と と な つ た 公 署 に 在 勤 す る 職 員 で

そ の 特 地 公 署 又 は 準 特 地 公 署 に 該 当 す る こ と と な

つ た 日 （ 以 下 「 指 定 日 」 と い う 。 ） 前 三 年 以 内 に 公

立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重

県 条 例 第 十 号 ） 、 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に

関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） 、 県

立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に

関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） 、 企

業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 ） 若 し く は

病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ） の 適 用 を

受 け る 職 員 （ 以 下 「 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 等 適 用

職 員 」 と い う 。 ） 、 国 家 公 務 員 、 他 の 地 方 公 共 団 体

の 職 員 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 等 （ 地 方 独

立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二

条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員

及 び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を

い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 一 般 地 方 独 立 行 政

法 人 等 職 員 等 （ 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭

和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） 第 七 条 第 五 項

第 二 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 及

び 同 条 例 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 県 設 立 一 般

地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で あ

つ た 者 か ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 給 料 表 の 適

用 を 受 け る 職 員 と な つ て 当 該 公 署 に 在 勤 す る こ と

と な つ た こ と に 伴 つ て 住 居 を 移 転 し た も の と す

る 。  

３  （ 略 ）  ３  （ 略 ）  

 （ 職 員 の 単 身 赴 任 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 四 九 （ 職 員 の 単 身 赴 任 手 当 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 権 衡 職 員 の 範 囲 等 ）  （ 権 衡 職 員 の 範 囲 等 ）  

第 五 条  （ 略 ）  第 五 条  （ 略 ）  

２  条 例 第 十 三 条 の 二 第 三 項 の 同 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 単 身 赴 任 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必

要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。  

２  条 例 第 十 三 条 の 二 第 三 項 の 同 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 単 身 赴 任 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必

要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。  

一 ～ 六  （ 略 ）  一 ～ 六  （ 略 ）  

七  第 二 号 か ら 前 号 ま で の 規 定 中 「 公 署 を 異 に す

る 異 動 又 は 在 勤 す る 公 署 の 移 転 に 伴 い 」 と あ る

の を 「 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給

与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年

三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 ） 若 し く は 病 院 事 業 庁 企

業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平

成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職

員 、 国 家 公 務 員 、 他 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 、 特

七  第 二 号 か ら 前 号 ま で の 規 定 中 「 公 署 を 異 に す

る 異 動 又 は 在 勤 す る 公 署 の 移 転 に 伴 い 」 と あ る

の を 「 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） 、 現 業 職 員 の 給 与 の 種

類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県

条 例 第 一 号 ） 、 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与

の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三

重 県 条 例 第 二 号 ） 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類

及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条
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定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 等 （ 地 方 独 立 行 政 法

人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二

項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の

号 に お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ）

の 職 員 及 び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人

の 役 員 を い う 。 ） 若 し く は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人

等 職 員 等 （ 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和

二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） 第 七 条 第 五 項

第 二 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員

及 び 同 条 例 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 県 設 立

一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 ） で あ っ た

者 か ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用

を 受 け る 職 員 と な っ た こ と 又 は 事 由 発 生 に 伴

い 」 と 、 「 異 動 又 は 公 署 の 移 転 」 と あ る の を 「 適

用 又 は 事 由 発 生 」 と 読 み 替 え た 場 合 に 、 当 該 各

号 に 掲 げ る 職 員 で あ る 要 件 に 該 当 す る こ と と な

る 職 員  

例 第 六 十 二 号 ） 若 し く は 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の

給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三

重 県 条 例 第 五 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 、 国 家

公 務 員 、 他 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 、 特 定 地 方 独

立 行 政 法 人 の 職 員 等 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平

成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定

す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 号 に お い

て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 及

び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を

い う 。 ） 若 し く は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 等

（ 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年

三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） 第 七 条 第 五 項 第 二 号 に

規 定 す る 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 及 び 同 条

例 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 県 設 立 一 般 地 方

独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 ） で あ っ た 者 か ら 人

事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け る

職 員 と な っ た こ と 又 は 事 由 発 生 に 伴 い 」 と 、 「 異

動 又 は 公 署 の 移 転 」 と あ る の を 「 適 用 又 は 事 由

発 生 」 と 読 み 替 え た 場 合 に 、 当 該 各 号 に 掲 げ る

職 員 で あ る 要 件 に 該 当 す る こ と と な る 職 員  

八  （ 略 ）  八  （ 略 ）  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 に 関 す る 規 則 ）  

第 四 条  三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 第 七 ― 七 三 （ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に よ る

給 料 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

第 三 条  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 、 切 替 日 以 降 に 次 の 各 号 に 掲 げ

る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た 職 員 （ 当 該 各 号 の

二 以 上 の 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た

職 員 （ 次 項 に お い て 「 複 数 事 由 該 当 職 員 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ の 者 の 受 け る 給 料 月 額 が 当

該 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 額 に 達 し な

い こ と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 職

員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例

第 六 十 七 号 。 第 六 条 に お い て 「 給 与 条 例 」 と い う 。 ）

附 則 第 十 九 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 以 下 「 特

定 職 員 」 と い う 。 ） に あ っ て は 、 五 十 五 歳 に 達 し た

日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 （ 特 定 職 員 以 外 の 者

が 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日

後 に 特 定 職 員 と な っ た 場 合 に あ っ て は 、 特 定 職 員

と な っ た 日 。 次 項 及 び 次 条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ）

以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額

と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は こ

れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十 七 年 改 正

給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給

す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 令 和 四

年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七
第 三 条  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 、 切 替 日 以 降 に 次 の 各 号 に 掲 げ

る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た 職 員 （ 当 該 各 号 の

二 以 上 の 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た

職 員 （ 次 項 に お い て 「 複 数 事 由 該 当 職 員 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ の 者 の 受 け る 給 料 月 額 が 当

該 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 額 に 達 し な

い こ と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 職

員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例

第 六 十 七 号 ） 附 則 第 十 九 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る

職 員 （ 以 下 「 特 定 職 員 」 と い う 。 ） に あ っ て は 、 五

十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 （ 特

定 職 員 以 外 の 者 が 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る

最 初 の 四 月 一 日 後 に 特 定 職 員 と な っ た 場 合 に あ っ

て は 、 特 定 職 員 と な っ た 日 。 次 項 及 び 次 条 第 一 項

に お い て 同 じ 。 ） 以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五

を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が

生 じ た と き は こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平

成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に よ る

給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月

一 日 か ら 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、

当 該 額 に 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の
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年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期

間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割

合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同

表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し

て 支 給 す る 。  
一 ～ 六  （ 略 ）  一 ～ 六  （ 略 ）  

２  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け

る 職 員 の う ち 、 複 数 事 由 該 当 職 員 で あ っ て 、 そ の

者 の 受 け る 給 料 月 額 が 人 事 委 員 会 の 定 め る 額 に 達

し な い こ と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る

額 （ 特 定 職 員 に あ っ て は 、 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後

に お け る 最 初 の 四 月 一 日 以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九

十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た と き は こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す

る 。 ） を 、 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の

規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三

十 一 年 四 月 一 日 か ら 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の

間 は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第

四 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給

料 と し て 支 給 す る 。  

２  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け

る 職 員 の う ち 、 複 数 事 由 該 当 職 員 で あ っ て 、 そ の

者 の 受 け る 給 料 月 額 が 人 事 委 員 会 の 定 め る 額 に 達

し な い こ と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る

額 （ 特 定 職 員 に あ っ て は 、 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後

に お け る 最 初 の 四 月 一 日 以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九

十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た と き は こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す

る 。 ） を 、 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の

規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三

十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま

で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附

則 第 四 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額

を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 六 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 六 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

第 四 条  人 事 交 流 等 職 員 （ 切 替 日 以 降 に 、 給 料 表 の

適 用 を 受 け な い 国 家 公 務 員 、 地 方 公 務 員 そ の 他 人

事 委 員 会 の 定 め る こ れ ら に 準 ず る 者 で あ っ た 者 か

ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 新 た に 給 料 表 の 適 用

を 受 け る 職 員 （ 現 業 職 員 に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う

関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 （ 令 和 三 年 三 重 県 条

例 第 四 十 八 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 職 員

の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 改 正 前 の 給 与 条 例 」

と い う 。 ） 附 則 第 二 十 四 項 か ら 第 二 十 六 項 ま で に 規

定 す る 新 た に 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と

な っ た 職 員 を 除 く 。 ） と な っ た 者 を い う 。 以 下 こ の

条 に お い て 同 じ 。 ） （ 当 該 人 事 交 流 等 職 員 と な っ た

日 以 降 に 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る

こ と と な っ た 職 員 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ の 者 の 受

け る 給 料 月 額 が そ の 者 が 切 替 日 の 前 日 に 人 事 交 流

等 職 員 と な っ た も の と し た 場 合 に 同 日 に お い て 受

け る こ と と な る 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 （ 人 事 委 員

会 の 定 め る 職 員 に あ っ て は 、 人 事 委 員 会 の 定 め る

額 ） に 達 し な い こ と と な る も の （ 人 事 交 流 等 職 員

と な る 前 に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と し て 在 職

し て い た 者 で あ っ て 、 切 替 日 以 降 に 平 成 二 十 七 年

改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に

よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 で な く な っ た も の を 除

く 。 ） に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 特 定 職 員 に あ

っ て は 、 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四

月 一 日 以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て

得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と

き は こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十 七

年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 六 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し
第 四 条  人 事 交 流 等 職 員 （ 切 替 日 以 降 に 、 給 料 表 の

適 用 を 受 け な い 国 家 公 務 員 、 地 方 公 務 員 そ の 他 人

事 委 員 会 の 定 め る こ れ ら に 準 ず る 者 で あ っ た 者 か

ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 新 た に 給 料 表 の 適 用

を 受 け る 職 員 （ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二

十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 。 以 下 「 給 与 条 例 」

と い う 。 ） 附 則 第 二 十 四 項 か ら 第 二 十 六 項 ま で に 規

定 す る 新 た に 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と

な っ た 職 員 を 除 く 。 ） と な っ た 者 を い う 。 以 下 こ の

条 に お い て 同 じ 。 ） （ 当 該 人 事 交 流 等 職 員 と な っ た

日 以 降 に 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る

こ と と な っ た 職 員 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ の 者 の 受

け る 給 料 月 額 が そ の 者 が 切 替 日 の 前 日 に 人 事 交 流

等 職 員 と な っ た も の と し た 場 合 に 同 日 に お い て 受

け る こ と と な る 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 （ 人 事 委 員

会 の 定 め る 職 員 に あ っ て は 、 人 事 委 員 会 の 定 め る

額 ） に 達 し な い こ と と な る も の （ 人 事 交 流 等 職 員

と な る 前 に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と し て 在 職

し て い た 者 で あ っ て 、 切 替 日 以 降 に 平 成 二 十 七 年

改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で の 規 定 に

よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 で な く な っ た も の を 除

く 。 ） に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 特 定 職 員 に あ

っ て は 、 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四

月 一 日 以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て

得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と

き は こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十 七

年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 六 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し

て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら

平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に
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て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら

令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成

二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 表 の 上 欄 に 掲

げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定

め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 表 の 上 欄

に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄

に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す

る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

第 四 条 の 二  改 正 前 の 給 与 条 例 附 則 第 二 十 四 項 か ら

第 二 十 六 項 ま で に 規 定 す る 新 た に 行 政 職 給 料 表 の

適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 で あ っ て 、 そ の 者

の 受 け る 給 料 月 額 が 切 替 日 の 前 日 に 受 け て い た 給

料 月 額 に 相 当 す る 額 に 達 し な い こ と と な る も の に

は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 か ら 改 正 前 の 給 与 条 例

附 則 第 二 十 四 項 か ら 第 二 十 六 項 ま で に 規 定 す る 給

料 の 額 を 減 じ た 額 を 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附

則 第 六 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ

し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 令 和 四 年 三 月 三 十

一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与

条 例 附 則 第 四 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に

応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て

得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

第 四 条 の 二  給 与 条 例 附 則 第 二 十 四 項 か ら 第 二 十 六

項 ま で に 規 定 す る 新 た に 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受

け る こ と と な っ た 職 員 で あ っ て 、 そ の 者 の 受 け る

給 料 月 額 が 切 替 日 の 前 日 に 受 け て い た 給 料 月 額 に

相 当 す る 額 に 達 し な い こ と と な る も の に は 、 そ の

差 額 に 相 当 す る 額 か ら 給 与 条 例 附 則 第 二 十 四 項 か

ら 第 二 十 六 項 ま で に 規 定 す る 給 料 の 額 を 減 じ た 額

を 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 六 項 の 規 定 に

よ る 給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年

四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間

は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四

項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料

と し て 支 給 す る 。  

（ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 ）  

第 五 条  三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 一 二 ― 一 三 （ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 派 遣 職 員 の 復 帰 時 に お け る 処 遇 ）  （ 派 遣 職 員 の 復 帰 時 に お け る 処 遇 ）  

第 四 条  条 例 第 三 条 第 一 号 に 規 定 す る 派 遣 職 員 （ 以

下 「 派 遣 職 員 」 と い う 。 ） （ 企 業 職 員 （ 地 方 公 営 企

業 等 の 労 働 関 係 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律

第 二 百 八 十 九 号 ） 第 三 条 第 四 号 に 規 定 す る 職 員 を

い う 。 第 八 条 に お い て 同 じ 。 ） で あ る 派 遣 職 員 を 除

く 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に

お け る そ の 者 の 職 務 の 級 及 び 号 給 に つ い て は 、 派

遣 の 期 間 （ 条 例 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 派 遣 さ

れ た 期 間 を い う 。 ） を 引 き 続 き 職 務 に 従 事 し た も の

と み な し て 、 部 内 の 他 の 職 員 と の 権 衡 及 び そ の 者

の 従 前 の 勤 務 成 績 を 考 慮 し て 昇 格 、 昇 給 等 の 規 定

を 適 用 し た 場 合 に 、 当 該 職 務 に 復 帰 し た 日 及 び そ

の 日 後 に お け る 最 初 の 昇 給 日 （ 三 重 県 人 事 委 員 会

規 則 七 ― 七 （ 職 員 の 初 任 給 、 昇 格 、 昇 給 等 の 基 準

に 関 す る 規 則 ） 第 三 十 三 条 に 規 定 す る 昇 給 日 を い

う 。 第 八 条 に お い て 同 じ 。 ） 又 は そ の い ず れ か の 日

に 属 す る こ と と な る 職 務 の 級 及 び そ の 日 に 受 け る

こ と と な る 号 給 に 調 整 す る こ と が で き る 。  

第 四 条  条 例 第 三 条 第 一 号 に 規 定 す る 派 遣 職 員 （ 以

下 「 派 遣 職 員 」 と い う 。 ） （ 企 業 職 員 （ 地 方 公 営 企

業 等 の 労 働 関 係 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律

第 二 百 八 十 九 号 ） 第 三 条 第 四 号 に 規 定 す る 職 員 を

い う 。 第 八 条 に お い て 同 じ 。 ） で あ る 派 遣 職 員 及 び

単 純 労 務 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 五 十 七 条 に 規 定 す

る 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 職 員 で あ っ て 、 企 業 職

員 以 外 の も の を い う 。 第 八 条 に お い て 同 じ 。 ） で あ

る 派 遣 職 員 を 除 く 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） が 職 務 に

復 帰 し た 場 合 に お け る そ の 者 の 職 務 の 級 及 び 号 給

に つ い て は 、 派 遣 の 期 間 （ 条 例 第 二 条 第 一 項 の 規

定 に よ り 派 遣 さ れ た 期 間 を い う 。 ） を 引 き 続 き 職 務

に 従 事 し た も の と み な し て 、 部 内 の 他 の 職 員 と の

権 衡 及 び そ の 者 の 従 前 の 勤 務 成 績 を 考 慮 し て 昇

格 、 昇 給 等 の 規 定 を 適 用 し た 場 合 に 、 当 該 職 務 に

復 帰 し た 日 及 び そ の 日 後 に お け る 最 初 の 昇 給 日

（ 三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 七 （ 職 員 の 初 任 給 、

昇 格 、 昇 給 等 の 基 準 に 関 す る 規 則 ） 第 三 十 三 条 に

規 定 す る 昇 給 日 を い う 。 第 八 条 に お い て 同 じ 。 ） 又

は そ の い ず れ か の 日 に 属 す る こ と と な る 職 務 の 級

及 び そ の 日 に 受 け る こ と と な る 号 給 に 調 整 す る こ

と が で き る 。  

（ 退 職 派 遣 者 の 採 用 時 に お け る 処 遇 ）   （ 退 職 派 遣 者 の 採 用 時 に お け る 処 遇 ）  
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第 八 条  条 例 第 十 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 退 職 派 遣 者

（ 以 下 「 退 職 派 遣 者 」 と い う 。 ） （ 企 業 職 員 で あ る

職 員 を 除 く 。 ） が 公 益 的 法 人 等 へ の 一 般 職 の 地 方 公

務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 五

十 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 職 員 と し て 採 用 さ れ た 場 合 に お け る そ の 者 の

職 務 の 級 及 び 号 給 に つ い て は 、 同 項 の 任 命 権 者 の

要 請 に 係 る 退 職 が な く 、 引 き 続 い て 職 員 で あ っ た

も の と み な し て 、 当 該 退 職 時 の 職 務 の 級 、 号 給 等

を 基 準 と し て 部 内 の 他 の 職 員 と の 権 衡 及 び そ の 者

の 従 前 の 勤 務 成 績 を 考 慮 し て 昇 格 、 昇 給 等 の 規 定

を 適 用 し た 場 合 に 、 そ の 者 が 職 員 と し て 採 用 さ れ

た 日 及 び そ の 日 後 に お け る 最 初 の 昇 給 日 又 は そ の

い ず れ か の 日 に 属 す る こ と と な る 職 務 の 級 及 び そ

の 日 に 受 け る こ と と な る 号 給 に 調 整 す る こ と が で

き る 。  

第 八 条  条 例 第 十 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 退 職 派 遣 者

（ 以 下 「 退 職 派 遣 者 」 と い う 。 ） （ 企 業 職 員 及 び 単

純 労 務 職 員 で あ る 職 員 を 除 く 。 ） が 公 益 的 法 人 等 へ

の 一 般 職 の 地 方 公 務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 （ 平

成 十 二 年 法 律 第 五 十 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 十

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 職 員 と し て 採 用 さ れ た 場 合

に お け る そ の 者 の 職 務 の 級 及 び 号 給 に つ い て は 、

同 項 の 任 命 権 者 の 要 請 に 係 る 退 職 が な く 、 引 き 続

い て 職 員 で あ っ た も の と み な し て 、 当 該 退 職 時 の

職 務 の 級 、 号 給 等 を 基 準 と し て 部 内 の 他 の 職 員 と

の 権 衡 及 び そ の 者 の 従 前 の 勤 務 成 績 を 考 慮 し て 昇

格 、 昇 給 等 の 規 定 を 適 用 し た 場 合 に 、 そ の 者 が 職

員 と し て 採 用 さ れ た 日 及 び そ の 日 後 に お け る 最 初

の 昇 給 日 又 は そ の い ず れ か の 日 に 属 す る こ と と な

る 職 務 の 級 及 び そ の 日 に 受 け る こ と と な る 号 給 に

調 整 す る こ と が で き る 。  

 （ 給 与 条 例 附 則 第 二 十 四 項 か ら 第 二 十 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 に 関 す る 規 則 の 廃 止 ）  

第 六 条  三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 七 ― 七 六 （ 給 与 条 例 附 則 第 二 十 四 項 か ら 第 二 十 六 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 に 関 す

る 規 則 ） は 、 廃 止 す る 。  

   附  則  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

     規 則 

 

三 重 県 人 事 委 員 会 及 び 三 重 県 教 育 委 員 会 は 、 現 業 職 員 に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 （ 令

和 三 年 三 重 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 施 行 に 伴 い 、 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ）

の 規 定 に 基 づ き 、 現 業 職 員 に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う 関 係 規 則 の 整 備 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 四 年 一 月 二 十 五 日  

                         三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子    

                         三 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長   木   平   芳   定    

 

 

   現 業 職 員 に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う 関 係 規 則 の 整 備 に 関 す る 規 則  

 （ 公 立 学 校 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則  

第 一 号  

三 重 県 教 育 委 員 会 規 則  

第 一 条  公 立 学 校 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年  

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則  

第 二 号 ） の  

三 重 県 教 育 委 員 会 規 則  

改   正   後  改   正   前  

第 二 条  条 例 第 二 十 三 条 第 一 項 後 段 の 規 則 で 定 め る

職 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 と し 、 こ れ ら の 職

員 に は 、 期 末 手 当 を 支 給 し な い 。  

第 二 条  条 例 第 二 十 三 条 第 一 項 後 段 の 規 則 で 定 め る

職 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 と し 、 こ れ ら の 職

員 に は 、 期 末 手 当 を 支 給 し な い 。  

 一  （ 略 ）   一  （ 略 ）  

二  そ の 退 職 の 後 基 準 日 ま で の 間 に お い て 次 に 掲

げ る 者 で あ つ て 、 非 常 勤 の 職 員 （ 法 第 二 十 八 条  

二  そ の 退 職 の 後 基 準 日 ま で の 間 に お い て 次 に 掲

げ る 者 で あ つ て 、 非 常 勤 の 職 員 （ 法 第 二 十 八 条  

人 事 委 
教 育 委 
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（ 公 立 学 校 職 員 の 単 身 赴 任 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

の 四 第 一 項 若 し く は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に

よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） で 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時

間 勤 務 の 職 を 占 め る も の （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間

勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 、 育 児 休 業 法 第 十 八 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 職

員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 を 受 け る

職 員 （ 企 業 庁 又 は 病 院 事 業 庁 に お い て 、 当 該 条

例 の 規 定 の 例 に よ る 職 員 を 含 む 。 ） の う ち 期 末 手

当 の 支 給 対 象 者 で あ る も の （ 以 下 「 会 計 年 度 任

用 職 員 」 と い う 。 ） 若 し く は 公 立 学 校 の 会 計 年 度

任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す

る 条 例 （ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 期 末 手 当 の 支 給 対 象 者 で あ る

も の （ 以 下 「 公 立 学 校 会 計 年 度 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） そ の 他 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定

め る 者 を 除 く 。 ） 以 外 の 職 員 と な つ た も の  

イ  （ 略 ）  

ロ  職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三

重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 並

び に 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に

関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十

二 号 ） 及 び 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類

及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例

第 五 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員  

 

 

 

 

 

ハ ～ ヘ  （ 略 ）  

 三  （ 略 ）  

の 四 第 一 項 若 し く は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に

よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） で 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時

間 勤 務 の 職 を 占 め る も の （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間

勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 、 育 児 休 業 法 第 十 八 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 「 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 職

員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 を 受 け る

職 員 （ 企 業 庁 又 は 病 院 事 業 庁 に お い て 、 当 該 条

例 の 規 定 の 例 に よ る 職 員 を 含 む 。 ） の う ち 期 末 手

当 の 支 給 対 象 者 で あ る も の （ 以 下 「 会 計 年 度 任

用 職 員 」 と い う 。 ） 若 し く は 公 立 学 校 の 会 計 年 度

任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す

る 条 例 （ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 期 末 手 当 の 支 給 対 象 者 で あ る

も の （ 以 下 「 公 立 学 校 会 計 年 度 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） そ の 他 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定

め る 者 を 除 く 。 ） 以 外 の 職 員 と な つ た も の  

イ  （ 略 ）  

ロ  職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三

重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 、

現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 を

受 け る 職 員 、 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給

与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七

年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 、

企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す

る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 ）

及 び 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基

準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十

号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員  

ハ ～ ヘ  （ 略 ）  

 三  （ 略 ）  

第 二 条  公 立 学 校 職 員 の 単 身 赴 任 手 当 に 関 す る 規 則 （ 平 成 二 年  

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則  

第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う  

三 重 県 教 育 委 員 会 規 則  

改   正   後  改   正   前  

（ 権 衡 職 員 の 範 囲 等 ）  （ 権 衡 職 員 の 範 囲 等 ）  

第 五 条  （ 略 ）  第 五 条  （ 略 ）  

２  条 例 第 十 六 条 の 二 第 三 項 の 同 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 単 身 赴 任 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必

要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 規 則 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。  

 一 ～ 六  （ 略 ）  

２  条 例 第 十 六 条 の 二 第 三 項 の 同 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 単 身 赴 任 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必

要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 規 則 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。  

 一 ～ 六  （ 略 ）  
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 （ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 に 関 す る 規 則 （ 平 成 二 十 七 年  
三  

三  

重 県 人 事 委 員 会 規 則  

第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

重 県 教 育 委 員 会 規 則  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

 七  第 二 号 か ら 前 号 ま で の 規 定 中 「 学 校 を 異 に す

る 異 動 又 は 在 勤 す る 学 校 の 移 転 に 伴 い 」 と あ る

の を 「 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年

三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与

の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三

重 県 条 例 第 六 十 二 号 ） 若 し く は 病 院 事 業 庁 企 業

職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成

十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 、

国 家 公 務 員 、 他 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 、 特 定 地

方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 等 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法

（ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に

規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 号 に

お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職

員 及 び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役

員 を い う 。 ） 若 し く は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職

員 等 （ 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭

和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） 第 七 条 第 五 項 第

二 号 に 規 定 す る 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 及

び 同 条 例 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 県 設 立 一

般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 ） で あ っ た 者

か ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を

受 け る 職 員 と な っ た こ と 又 は 事 由 発 生 に 伴 い 」

と 、 「 異 動 又 は 学 校 の 移 転 」 と あ る の を 「 適 用 又

は 事 由 発 生 」 と 読 み 替 え た 場 合 に 、 当 該 各 号 に

掲 げ る 職 員 で あ る 要 件 に 該 当 す る こ と と な る 職

員  

 

 

 

 八  （ 略 ）  

 七  第 二 号 か ら 前 号 ま で の 規 定 中 「 学 校 を 異 に す

る 異 動 又 は 在 勤 す る 学 校 の 移 転 に 伴 い 」 と あ る

の を 「 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年

三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） 、 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類

及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条

例 第 一 号 ） 、 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の

種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重

県 条 例 第 二 号 ） 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及

び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例

第 六 十 二 号 ） 若 し く は 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給

与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重

県 条 例 第 五 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 、 国 家 公

務 員 、 他 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 、 特 定 地 方 独 立

行 政 法 人 の 職 員 等 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成

十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す

る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 号 に お い て

「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 及 び

県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い

う 。 ） 若 し く は 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 等

（ 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） 第 七 条 第 五 項 第 二

号 に 規 定 す る 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 等 職 員 及 び

同 条 例 第 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 県 設 立 一 般

地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 ） で あ っ た 者 か

ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受

け る 職 員 と な っ た こ と 又 は 事 由 発 生 に 伴 い 」 と 、

「 異 動 又 は 学 校 の 移 転 」 と あ る の を 「 適 用 又 は

事 由 発 生 」 と 読 み 替 え た 場 合 に 、 当 該 各 号 に 掲

げ る 職 員 で あ る 要 件 に 該 当 す る こ と と な る 職 員  

 八  （ 略 ）  

改   正   後  改   正   前  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

第 三 条  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 、 切 替 日 以 降 に 次 の 各 号 に 掲 げ

る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た 職 員 （ 当 該 各 号 の

二 以 上 の 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た

職 員 （ 次 項 に お い て 「 複 数 事 由 該 当 職 員 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ の 者 の 受 け る 給 料 月 額 が 当

該 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 額 に 達 し な

い こ と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 公

立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重

県 条 例 第 十 号 。 第 六 条 に お い て 「 給 与 条 例 」 と い  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

第 三 条  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を

受 け る 職 員 の う ち 、 切 替 日 以 降 に 次 の 各 号 に 掲 げ

る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た 職 員 （ 当 該 各 号 の

二 以 上 の 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と と な っ た

職 員 （ 次 項 に お い て 「 複 数 事 由 該 当 職 員 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ の 者 の 受 け る 給 料 月 額 が 当

該 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 額 に 達 し な

い こ と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 公

立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重

県 条 例 第 十 号 ） 附 則 第 十 二 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け  
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う 。 ） 附 則 第 十 二 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 以

下 「 特 定 職 員 」 と い う 。 ） に あ っ て は 、 五 十 五 歳 に

達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 （ 特 定 職 員 以

外 の 者 が 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四

月 一 日 後 に 特 定 職 員 と な っ た 場 合 に あ っ て は 、 特

定 職 員 と な っ た 日 。 次 項 及 び 次 条 第 一 項 に お い て

同 じ 。 ） 以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て

得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と

き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十

七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 規 定 に よ る 給 料 と

し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か

ら 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平

成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に

掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す

る 。  

 一 ～ 六  （ 略 ）  

２  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け

る 職 員 の う ち 、 複 数 事 由 該 当 職 員 で あ っ て 、 そ の

者 の 受 け る 給 料 月 額 が 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協

議 し て 定 め る 額 に 達 し な い こ と と な る も の に は 、

そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 特 定 職 員 に あ っ て は 、 五

十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 以

後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と

し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 こ

れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十 七 年 改 正

給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給

す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 令 和 四

年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七

年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期

間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割

合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

第 四 条  人 事 交 流 等 職 員 （ 切 替 日 以 降 に 、 給 料 表 の

適 用 を 受 け な い 国 家 公 務 員 、 地 方 公 務 員 そ の 他 県

委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て こ れ ら に 準 ず る と

認 め る 職 員 で あ っ た 者 か ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き

続 き 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 現 業 職 員

に 係 る 規 定 の 整 理 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る

条 例 （ 令 和 三 年 三 重 県 条 例 第 四 十 八 号 ） 第 三 条 の

規 定 に よ る 改 正 前 の 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る

条 例 （ 以 下 「 改 正 前 の 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第

十 六 項 か ら 第 十 八 項 ま で に 規 定 す る 新 た に 行 政 職

給 料 表 又 は 高 等 学 校 等 教 育 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け

る こ と と な っ た 職 員 を 除 く 。 ） と な っ た 者 を い う 。

以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） （ 当 該 人 事 交 流 等 職 員

と な っ た 日 以 降 に 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 場 合 に

該 当 す る こ と と な っ た 職 員 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ

の 者 の 受 け る 給 料 月 額 が そ の 者 が 切 替 日 の 前 日 に

る 職 員 （ 以 下 「 特 定 職 員 」 と い う 。 ） に あ っ て は 、

五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日

（ 特 定 職 員 以 外 の 者 が 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お

け る 最 初 の 四 月 一 日 後 に 特 定 職 員 と な っ た 場 合 に

あ っ て は 、 特 定 職 員 と な っ た 日 。 次 項 及 び 次 条 第

一 項 に お い て 同 じ 。 ） 以 後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十

八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の

端 数 が 生 じ た と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す

る 。 ） を 、 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 四 項 の

規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三

十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま

で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附

則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額

を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

 

 一 ～ 六  （ 略 ）  
２  切 替 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け

る 職 員 の う ち 、 複 数 事 由 該 当 職 員 で あ っ て 、 そ の

者 の 受 け る 給 料 月 額 が 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協

議 し て 定 め る 額 に 達 し な い こ と と な る も の に は 、

そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 特 定 職 員 に あ っ て は 、 五

十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 以

後 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と

し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 こ

れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十 七 年 改 正

給 与 条 例 附 則 第 四 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給

す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三

十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二

十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め

る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

（ 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に

よ る 給 料 の 支 給 ）  

第 四 条  人 事 交 流 等 職 員 （ 切 替 日 以 降 に 、 給 料 表 の

適 用 を 受 け な い 国 家 公 務 員 、 地 方 公 務 員 そ の 他 県

委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て こ れ ら に 準 ず る と

認 め る 職 員 で あ っ た 者 か ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き

続 き 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 公 立 学 校

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例

第 十 号 。 以 下 「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 十 六 項

か ら 第 十 八 項 ま で に 規 定 す る 新 た に 行 政 職 給 料 表

又 は 高 等 学 校 等 教 育 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と

と な っ た 職 員 を 除 く 。 ） と な っ た 者 を い う 。 以 下 こ

の 条 に お い て 同 じ 。 ） （ 当 該 人 事 交 流 等 職 員 と な っ

た 日 以 降 に 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す

る こ と と な っ た 職 員 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 そ の 者 の

受 け る 給 料 月 額 が そ の 者 が 切 替 日 の 前 日 に 人 事 交

流 等 職 員 と な っ た も の と し た 場 合 に 同 日 に お い て

受 け る こ と と な る 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 （ 県 委 員
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（ 給 与 条 例 附 則 第 十 六 項 か ら 第 十 八 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 に 関 す る 規 則 の 廃 止 ）  

第 四 条  給 与 条 例 附 則 第 十 六 項 か ら 第 十 八 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料 に 関 す る 規 則 （ 平 成 二 十 九 年  

三 重 県 人 事 委  

三 重 県 教 育 委  

員 会 規 則  

第 七 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

員 会 規 則  

   附  則  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 三 重 県 人 事 委 員 会 及 び 三 重 県 教 育 委 員 会 は 、 公 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 三 重 県

条 例 第 二 号 ） の 規 定 に 基 づ き 、 公 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公

布 し ま す 。  

人 事 交 流 等 職 員 と な っ た も の と し た 場 合 に 同 日 に

お い て 受 け る こ と と な る 給 料 月 額 に 相 当 す る 額

（ 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る 職 員 に

あ っ て は 県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る

額 ） に 達 し な い こ と と な る も の （ 人 事 交 流 等 職 員

と な る 前 に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と し て 在 職

し て い た 者 で あ っ て 、 切 替 日 以 降 に 平 成 二 十 七 年

改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に

よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 で な く な っ た も の を 除

く 。 ） に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 特 定 職 員 に あ

っ て は 、 五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四

月 一 日 以 降 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て

得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と

き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十

七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に よ る 給 料 と

し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か

ら 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平

成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に

掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す

る 。  

会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る 職 員 に あ っ て は

県 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る 額 ） に 達

し な い こ と と な る も の （ 人 事 交 流 等 職 員 と な る 前

に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と し て 在 職 し て い た

者 で あ っ て 、 切 替 日 以 降 に 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与

条 例 附 則 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 に よ る 給 料

を 支 給 さ れ る 職 員 で な く な っ た も の を 除 く 。 ） に

は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 （ 特 定 職 員 に あ っ て は 、

五 十 五 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 以

降 、 当 該 額 に 百 分 の 九 十 八 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額 と

し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 こ

れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） を 、 平 成 二 十 七 年 改 正

給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給

す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三

十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二

十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め

る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。  

２  （ 略 ）  

第 四 条 の 二  改 正 前 の 給 与 条 例 附 則 第 十 六 項 か ら 第

十 八 項 ま で に 規 定 す る 新 た に 行 政 職 給 料 表 又 は 高

等 学 校 等 教 育 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と な っ

た 職 員 で あ っ て 、 そ の 者 の 受 け る 給 料 月 額 （ 教 職

調 整 額 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 切 替

日 の 前 日 に 受 け て い た 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 に 達

し な い こ と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る

額 か ら 改 正 前 の 給 与 条 例 附 則 第 十 六 項 か ら 第 十 八

項 ま で に 規 定 す る 給 料 の 額 を 減 じ た 額 を 平 成 二 十

七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 五 項 の 規 定 に よ る 給 料 と

し て 支 給 す る 。 た だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か

ら 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平

成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に

掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す

る 。  

２  （ 略 ）  

第 四 条 の 二  給 与 条 例 附 則 第 十 六 項 か ら 第 十 八 項 ま

で に 規 定 す る 新 た に 行 政 職 給 料 表 又 は 高 等 学 校 等

教 育 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 で

あ っ て 、 そ の 者 の 受 け る 給 料 月 額 （ 教 職 調 整 額 を

含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 切 替 日 の 前 日

に 受 け て い た 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 に 達 し な い こ

と と な る も の に は 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 か ら 給

与 条 例 附 則 第 十 六 項 か ら 第 十 八 項 ま で に 規 定 す る

給 料 の 額 を 減 じ た 額 を 平 成 二 十 七 年 改 正 給 与 条 例

附 則 第 五 項 の 規 定 に よ る 給 料 と し て 支 給 す る 。 た

だ し 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 四 年 三

月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 当 該 額 に 平 成 二 十 七 年 改

正 給 与 条 例 附 則 第 三 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の

区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 割 合 を

乗 じ て 得 た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。  
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  令 和 四 年 一 月 二 十 五 日  

                         三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子    

                         三 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長   木   平   芳   定    

 

 

   公 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 公 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 七 年            第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

第 七 条 の 二  （ 略 ）  第 七 条 の 二  （ 略 ）  

 （ 一 年 単 位 の 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 の 割 振 り の 特 例 ）  

第 七 条 の 二 の 二  条 例 第 八 条 の 三 第 三 項 第 一 号 に 定

め る 教 育 職 員 は 、 公 務 の 運 営 上 の 事 情 に よ り 特 別

の 形 態 に よ っ て 勤 務 す る 必 要 が あ る と 条 例 第 八 条

第 五 項 に 規 定 す る 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員

（ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 教 育 職 員 」 と い

う 。 ） の 服 務 を 監 督 す る 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 服 務

監 督 教 育 委 員 会 」 と い う 。 ） が 認 め る 者 と す る 。

こ の 場 合 に お い て 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 育 児

を 行 う 者 、 老 人 等 の 介 護 を 行 う 者 、 職 業 訓 練 又 は

教 育 を 受 け る 者 そ の 他 特 別 の 配 慮 を 要 す る 者 に つ

い て は 、 こ れ ら の 者 が 育 児 等 に 必 要 な 時 間 を 確 保

で き る よ う な 配 慮 を し な け れ ば な ら な い 。  

 

２  条 例 第 八 条 の 三 第 三 項 第 二 号 の 対 象 期 間 は 、 学

校 教 育 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 三 百 四 十 号 ）

第 二 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 服 務 監 督 教 育 委 員

会 が 定 め る 学 校 の 夏 季 、 冬 季 、 学 年 末 、 農 繁 期 等

に お け る 休 業 日 の 期 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 長

期 休 業 期 間 等 」 と い う 。 ） の 一 部 又 は 全 部 を 含 む

期 間 で あ っ て 、 四 月 一 日 か ら 翌 年 三 月 三 十 一 日 ま

で の 期 間 の 範 囲 内 で 、 所 管 す る 各 学 校 の 実 情 に 応

じ 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 期 間 と す

る 。  

 

３  条 例 第 八 条 の 三 第 三 項 第 三 号 の 対 象 期 間 の 起 算

日 は 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 が 定 め る 日 と し 、 服 務

監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 三 第 一 項 の 規 定

に よ り 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 の 割 振 り を 定 め る 場 合

に は 、 当 該 起 算 日 を 明 ら か に し て 週 休 日 及 び 勤 務

時 間 を 割 り 振 る も の と す る 。  

 

４  条 例 第 八 条 の 三 第 三 項 第 五 号 の 特 定 期 間 は 、 対

象 期 間 中 の 特 に 業 務 が 繁 忙 な 期 間 で あ っ て 、 所 管

す る 各 学 校 の 実 情 に 応 じ 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 が

公 務 の 運 営 上 の 事 情 に よ り や む を 得 な い 必 要 が あ

る と 認 め る 期 間 と す る 。  

 

５  条 例 第 八 条 の 三 第 三 項 第 六 号 の 特 定 期 間 の 起 算

日 は 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 が 定 め る 日 と し 、 服 務

監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 三 第 一 項 の 規 定

 

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則  

第 二 号  

三 重 県 教 育 委 員 会 規 則  

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則  

三 重 県 教 育 委 員 会 規 則  
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に よ り 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 の 割 振 り を 定 め 、 特 定

期 間 を 設 け る 場 合 に は 、 当 該 起 算 日 を 明 ら か に し

て 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 を 割 り 振 る も の と す る 。  

６  条 例 第 八 条 の 三 第 三 項 第 七 号 の 勤 務 日 （ 勤 務 時

間 を 割 り 振 る 日 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） は 、 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 五 日 間 （ 育 児

短 時 間 勤 務 職 員 等 に あ っ て は 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま

で の 五 日 間 の う ち 条 例 第 三 条 第 二 項 に 規 定 す る 育

児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 に 従 い 県 委 員 会 が 定 め た 週

休 日 を 除 く 日 、 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 に あ っ て は 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で

の 五 日 間 の う ち 県 委 員 会 が 定 め た 週 休 日 を 除 く

日 ） と す る 。 た だ し 、 次 項 に 定 め る 場 合 又 は 特 別

の 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

７  前 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 服 務 監 督 教 育 委

員 会 は 、 長 期 休 業 期 間 等 の 一 部 の 日 そ の 他 の 必 要

と 認 め る 日 を 勤 務 日 と し な い こ と が で き る 。  

 

８  第 六 項 た だ し 書 の 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 に お い

て 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 対 象 期 間 に お い て 六

日 を 超 え な い 範 囲 内 （ 特 定 期 間 と し て 定 め ら れ た

期 間 に お い て 一 週 間 に 一 日 の 週 休 日 （ 育 児 短 時 間

勤 務 職 員 等 に あ っ て は 、 一 週 間 に 一 日 以 上 の 割 合

で 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 に 従 っ た 週 休 日 ）

が 確 保 で き る 日 数 の 範 囲 内 ） で 連 続 し て 勤 務 日 を

割 り 振 る こ と が で き る 。  

 

９  服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 三 第 三 項

第 七 号 の 勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間 を 割 り 振 る に 当 た

っ て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 日 に つ い て 当 該 各 号 に

定 め る 時 間 （ 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に あ っ て は 当

該 育 児 短 時 間 勤 務 等 の 内 容 に 従 い 当 該 各 号 に 定 め

る 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 の 時 間 、 再 任 用 短 時 間 勤

務 職 員 及 び 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 に あ っ て は 当 該

各 号 に 定 め る 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 の 時 間 ） を 割

り 振 る も の と す る 。 た だ し 、 特 別 の 事 情 が あ る 場

合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

一  年 間 の う ち 教 育 職 員 の 業 務 量 が 多 い 時 期 の 日

の う ち 特 に 業 務 が 繁 忙 で あ る 日 と し て 服 務 監 督

教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 日  九 時 間  

 

二  年 間 の う ち 教 育 職 員 の 業 務 量 が 多 い 時 期 の 日

で あ っ て 前 号 に 掲 げ る 日 以 外 の 日 の う ち 服 務 監

督 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 日  八 時 間 三 十 分  

 

三  第 一 号 及 び 前 号 に 掲 げ る 日 以 外 の 勤 務 日  七

時 間 四 十 五 分  

 

1
0  服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 三 第 四 項

の 規 定 に よ り 対 象 期 間 を 一 箇 月 以 上 の 期 間 ご と に

区 分 し 、 当 該 区 分 に よ る 各 期 間 の う ち 当 該 対 象 期

間 の 初 日 の 属 す る 期 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 最

初 の 期 間 」 と い う 。 ） を 除 く 各 期 間 に お け る 勤 務

日 の 数 を 割 り 振 る 場 合 に は 、 当 該 各 期 間 に お け る

勤 務 日 の 数 は 、 当 該 各 期 間 の 日 数 か ら 当 該 各 期 間
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中 の 日 曜 日 、 土 曜 日 の 日 数 を 除 い た 日 数 と す る 。

た だ し 、 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 。  

1
1  服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 前 項 の 区 分 を し 条 例 第

八 条 の 三 第 四 項 の 規 定 に よ り 最 初 の 期 間 を 除 く 各

期 間 に お け る 総 勤 務 時 間 を 割 り 振 る 場 合 に は 、 当

該 各 期 間 に お け る 総 勤 務 時 間 は 、 当 該 各 期 間 の う

ち 次 の 各 号 に 掲 げ る 日 の 数 に つ い て 当 該 各 号 に 定

め る 時 間 を 乗 じ た 時 間 を 合 計 し た 時 間 を 割 り 振 る

も の と す る 。 た だ し 、 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 は 、

こ の 限 り で な い 。  

 

一  年 間 の う ち 教 育 職 員 の 業 務 量 が 多 い 時 期 の 日

の う ち 特 に 業 務 が 繁 忙 で あ る 日 と し て 服 務 監 督

教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 日  九 時 間  

 

二  年 間 の う ち 教 育 職 員 の 業 務 量 が 多 い 時 期 の 日

で あ っ て 前 号 に 掲 げ る 日 以 外 の 日 の う ち 服 務 監

督 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 日  八 時 間 三 十 分  

 

三  第 一 号 及 び 前 号 に 掲 げ る 日 以 外 の 勤 務 日  七

時 間 四 十 五 分  

 

1
2  服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 三 第 一 項

の 規 定 に よ り 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 の 割 振 り を 定 め

た 場 合 （ 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 最 初 の 期 間 を 除

く 各 期 間 に お け る 勤 務 日 及 び 当 該 各 期 間 に お け る

勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間 の 割 振 り を 定 め た 場 合 を 含

む 。 ） に は 、 適 当 な 方 法 に よ り 速 や か に そ の 内 容

を 明 示 す る も の と す る 。  

 

1
3  服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 三 第 一 項

の 規 定 に よ り 週 休 日 及 び 勤 務 時 間 を 割 り 振 る 場 合

に お い て 、 対 象 期 間 が 三 箇 月 を 超 え る 場 合 に は 、

当 該 対 象 期 間 に つ い て 一 年 当 た り 二 百 八 十 日 を 超

え な い 範 囲 内 で 勤 務 日 を 割 り 振 る も の と す る 。 た

だ し 、 対 象 期 間 が 三 箇 月 を 超 え る 場 合 に お い て 、

当 該 対 象 期 間 の 初 日 の 前 一 年 以 内 の 日 を 含 む 三 箇

月 を 超 え る 期 間 を 対 象 期 間 と し て 定 め た 場 合 （ 以

下 こ の 項 に お い て 当 該 対 象 期 間 を 「 旧 対 象 期 間 」

と い う 。 ） に お い て 、 一 日 の 勤 務 に 割 り 振 ら れ る

勤 務 時 間 の う ち 最 も 長 い も の が 旧 対 象 期 間 に お い

て 一 日 の 勤 務 に 割 り 振 ら れ て い た 勤 務 時 間 の う ち

最 も 長 い も の 若 し く は 九 時 間 の い ず れ か 長 い 時 間

を 超 え 、 又 は 一 週 間 の 勤 務 に 割 り 振 ら れ る 勤 務 時

間 の う ち 最 も 長 い も の が 旧 対 象 期 間 に お い て 一 週

間 の 勤 務 に 割 り 振 ら れ て い た 勤 務 時 間 の う ち 最 も

長 い も の 若 し く は 四 十 八 時 間 の い ず れ か 長 い 時 間

を 超 え る と き は 、 旧 対 象 期 間 に つ い て 一 年 当 た り

の 勤 務 時 間 が 割 り 振 ら れ て い た 日 の 数 か ら 一 日 を

減 じ た 日 数 又 は 二 百 八 十 日 の い ず れ か 少 な い 日 数

と す る 。  

 

1
4  服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 三 第 一 項

の 規 定 に よ り 勤 務 時 間 を 割 り 振 る 場 合 に は 、 十 時

間 を 超 え な い 範 囲 内 で 一 日 の 勤 務 時 間 を 割 り 振 る
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も の と し 、 五 十 二 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で 一 週 間

の 勤 務 時 間 を 割 り 振 る も の と す る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 対 象 期 間 が 三 箇 月 を 超 え る と き は 、 次 の 各

号 の い ず れ に も 適 合 す る よ う 勤 務 時 間 を 割 り 振 ら

な け れ ば な ら な い 。  

一  対 象 期 間 に お い て 、 そ の 一 週 間 の 勤 務 に 割 り

振 ら れ る 勤 務 時 間 が 四 十 八 時 間 を 超 え る 週 が 連

続 す る 場 合 の 週 数 が 三 以 下 で あ る こ と 。  

 

二  対 象 期 間 を そ の 初 日 か ら 三 箇 月 ご と に 区 分 し

た 各 期 間 （ 三 箇 月 未 満 の 期 間 を 生 じ た と き は 、

当 該 期 間 ） に お い て 、 そ の 一 週 間 の 勤 務 に 割 り

振 ら れ る 勤 務 時 間 が 四 十 八 時 間 を 超 え る 週 の 初

日 の 数 が 三 以 下 で あ る こ と 。  

 

第 七 条 の 二 の 三  条 例 第 八 条 の 四 第 一 項 の 四 週 間 を

超 え な い 期 間 に つ き 一 週 間 あ た り 三 十 八 時 間 四 十

五 分 を 超 え る 勤 務 時 間 が 割 り 振 ら れ た 期 間 の 算 定

に 当 た っ て は 、 原 則 と し て 四 週 間 の 期 間 ご と に 算

定 を 行 う も の と す る 。 た だ し 、 教 育 職 員 の 健 康 及

び 福 祉 を 考 慮 し て 四 週 間 の 期 間 ご と に 算 定 を 行 う

こ と が 適 当 で な い 場 合 は 、 四 週 間 を 超 え な い 一 週

間 を 単 位 と し た 期 間 ご と に 算 定 を 行 う も の と す

る 。  

 

２  条 例 第 八 条 の 四 第 一 項 の 勤 務 す る こ と を 要 し な

い 時 間 の 指 定 は 、 十 五 分 の 時 間 を 単 位 と し て 行 う

も の と す る 。  

 

３  服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 条 例 第 八 条 の 四 第 一 項

の 勤 務 す る こ と を 要 し な い 時 間 を 指 定 す る 場 合

は 、 同 項 の 期 間 内 の 日 の う ち 休 日 及 び 代 休 日 を 除

い た 日 の 始 業 の 時 刻 か ら 連 続 し 、 又 は 終 業 の 時 刻

ま で 連 続 す る 勤 務 時 間 に つ い て 行 わ な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 が 、 公 務 の 運

営 並 び に 教 育 職 員 の 健 康 及 び 福 祉 を 考 慮 し て 必 要

が あ る と 認 め る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

第 七 条 の 二 の 四  第 七 条 の 二 の 二 及 び 前 条 に 規 定 す

る も の の ほ か 、 条 例 第 八 条 の 三 及 び 条 例 第 八 条 の

四 の 規 定 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 服 務 監 督 教 育 委 員

会 が 別 に 定 め る 。  

 

附  則  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

２  こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 公 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 規 則 の 施 行 の た め に 必 要 な 準 備 行 為 は 、

こ の 規 則 の 施 行 の 日 前 に お い て も 行 う こ と が で き る 。  

 

 

告 示 

 

三重県告示第 29 号 

 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 49 条の規定により、次のとおり医療扶助のための医療を担当させる

機関を指定しました。 
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  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定医療機関の名称 所在地 指定年月日 

杉本眼科クリニック 四日市市堀木二丁目 4 番 5 号 令和 3 年 12 月 1 日 

健やか薬局芸濃インター店 津市高野尾町 1897-76 令和 4 年 1 月 1 日 

アクア薬局京町店 松阪市京町 173-5 令和 4 年 1 月 1 日 

スギ薬局 伊勢小木店 伊勢市御薗町新開 752-1 令和 3 年 11 月 18 日 

 

三重県告示第 30 号 

生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 50 条の 2 の規定により、次のとおり指定医療機関から当該事業の廃

止の届出がありました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定医療機関の名称 所在地 廃止年月日 

杉本眼科クリニック 四日市市堀木 2 丁目 4-5 令和 3 年 11 月 30 日 

医療法人和親会本橋産婦人科 伊勢市一之木 1 丁目 8-7 令和 3 年 11 月 30 日 

スギ薬局 伊勢小木店 伊勢市小木町古城 431 令和 3 年 11 月 17 日 

 

三重県告示第 31 号 

 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 54 条の 2 第 1 項の規定により、次のとおり介護扶助のための居宅介

護若しくは居宅介護支援計画の作成又は施設介護を担当させる機関を指定しました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定介護機関の名称 所在地 指定年月日 事業（サービス）の種類 

グループホーム桜の里 度会郡玉城町矢野字上荒木 139 番地 3 令和 3 年 9 月 1 日 認知症対応型共同生活介護 

グループホーム桜の里 度会郡玉城町矢野字上荒木 139 番地 3 令和 3 年 9 月 1 日 
介護予防認知症対応型共同
生活介護 

訪問リハビリテーショ
ン かがやき 

四日市市西大鐘町字東谷 1610 番地 令和 3 年 8 月 1 日 訪問リハビリテーション 

訪問リハビリテーショ

ン かがやき 
四日市市西大鐘町字東谷 1610 番地 令和 3 年 8 月 1 日 

介護予防訪問リハビリテー

ション 

みやおか薬局 尾鷲市中川 18-8 令和 3 年 10 月 1 日 居宅療養管理指導 

みやおか薬局 尾鷲市中川 18-8 令和 3 年 10 月 1 日 介護予防居宅療養管理指導 

 

三重県告示第 32 号 

 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 54 条の 2 第 5 項において準用する同法第 50 条の 2 の規定により、次

のとおり指定介護機関から名称等の変更の届出がありました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定介護機関 
の名称 

所在地 

事業（サー

ビス）の種
類 

変更 
事項 

変更内容 
変 更 
年月日 新 旧 

訪問介護ステーシ
ョンオランジュＴ

ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目
11-2 

訪問介護 名称 
訪問介護ステーショ
ンオランジュＴＳＵ 

訪問介護ステー
ションオランジ

ュＴＳＵＯＫＩ 

令和 3 年 
10 月 1 日 

訪問介護ステーシ
ョンオランジュＴ
ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目

11-2 
訪問介護 所在地 

津市青葉台 2 丁目

11-2 

津市津興字高砂
47 リュミエー
ル 203 号室 

令和 3 年 

10 月 1 日 

訪問看護ステーシ

ョンオランジュＴ
ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目
11-2 

訪問看護 名称 
訪問看護ステーショ
ンオランジュＴＳＵ 

訪問看護ステー

ションオランジ
ュＴＳＵＯＫＩ 

令和 3 年 
10 月 1 日 
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訪問看護ステーシ
ョンオランジュＴ

ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目
11-2 

訪問看護 所在地 
津市青葉台 2 丁目
11-2 

津市津興字高砂
47 リュミエー

ル 203 号室 

令和 3 年 
10 月 1 日 

アイン薬局伊賀上
野店 

伊賀市久米町大坪
666-4 

居宅療養管
理指導 

名称 
アイン薬局伊賀上野
店 

なかよし調剤薬
局久米店 

令和 3 年 
10 月 1 日 

アイン薬局伊賀上
野店 

伊賀市久米町大坪
666-4 

介護予防居
宅療養管理

指導 

名称 
アイン薬局伊賀上野
店 

なかよし調剤薬
局久米店 

令和 3 年 
10 月 1 日 

デイサービス百花 
津市中河原 546 番
地 

地域密着型
通所介護 

所在地 津市中河原 546 番地 
津 市 久 居 本 町
1482-2 

令和 3 年 
11 月 11 日 

デイサービス百花 
津市中河原 546 番
地 

通所型サー
ビス（独自） 

所在地 津市中河原 546 番地 
津 市 久 居 本 町
1482-2 

令和 3 年 
11 月 11 日 

訪問介護事業所は
だし 

鳥羽市堅神町字東

新田 882 番地 1 2
階 

訪問介護 所在地 
鳥羽市堅神町字東新
田 882 番地 1 2 階 

鳥羽市屋内町 8番

地 23 シャンテ
鳥羽 102 

令和 3 年 
1 月 1 日 

訪問介護事業所は
だし 

鳥羽市堅神町字東
新田 882 番地 1 2

階 

訪問型サー
ビス（独自） 

所在地 
鳥羽市堅神町字東新
田 882 番地 1 2 階 

鳥羽市屋内町 8番
地 23 シャンテ

鳥羽 102 

令和 3 年 
1 月 1 日 

スギ薬局 長島店 
桑名市長島町松ケ
島 324 番地 

居宅療養管
理指導 

所在地 
桑名市長島町松ケ島
324 番地 

桑名市長島町松
ケ島字西島 95 番 

令和 3 年 
9 月 9 日 

スギ薬局 長島店 
桑名市長島町松ケ
島 324 番地 

介護予防居
宅療養管理

指導 

所在地 
桑名市長島町松ケ島
324 番地 

桑名市長島町松
ケ島字西島 95 番 

令和 3 年 
9 月 9 日 

谷歯科医院 
松 阪 市 立 野 町
461-5 

居宅療養管
理指導 

所在地 松阪市立野町 461-5 
松 阪 市 田 村 町
362-1 

令和 3 年 
5 月 1 日 

谷歯科医院 
松 阪 市 立 野 町
461-5 

介護予防居
宅療養管理

指導 

所在地 松阪市立野町 461-5 
松 阪 市 田 村 町
362-1 

令和 3 年 
5 月 1 日 

 

三重県告示第 33 号 

 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 55 条において準用する同法第 49 条の規定により､医療扶助のための

施術を担当する施術者を指定しました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

施術者の氏名 施術所の名称 所在地 指定年月日 

左路 駿 えがお整骨院 
三重県松阪市川井町上大坪 718 番地 パワーセン

ター松阪ＳＣ 
令和 3 年 11 月 24 日 

 

三重県告示第 34 号 

 中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する

法律（平成 6 年法律第 30 号）第 14 条第 4 項において準用する生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 49 条の

規定により、次のとおり医療支援給付のための医療を担当させる機関を指定しました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定医療機関の名称 所在地 指定年月日 

杉本眼科クリニック 四日市市堀木二丁目 4 番 5 号 令和 3 年 12 月 1 日 

健やか薬局芸濃インター店 津市高野尾町 1897-76 令和 4 年 1 月 1 日 

アクア薬局京町店 松阪市京町 173-5 令和 4 年 1 月 1 日 

スギ薬局 伊勢小木店 伊勢市御薗町新開 752-1 令和 3 年 11 月 18 日 

 

三重県告示第 35 号 

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する

法律（平成 6 年法律第 30 号）第 14 条第 4 項において準用する生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 50 条の

令和4年1月25日 三　重　県　公　報 第　280　号

19



2 の規定により、次のとおり指定医療機関から当該事業の廃止の届出がありました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定医療機関の名称 所在地 廃止年月日 

杉本眼科クリニック 四日市市堀木 2 丁目 4-5 令和 3 年 11 月 30 日 

医療法人和親会本橋産婦人科 伊勢市一之木 1 丁目 8-7 令和 3 年 11 月 30 日 

スギ薬局 伊勢小木店 伊勢市小木町古城 431 令和 3 年 11 月 17 日 

 

三重県告示第 36 号 

 中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する

法律（平成 6 年法律第 30 号）第 14 条第 4 項において準用する生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 54 条の

2 第 1 項の規定により、次のとおり介護支援給付のための居宅介護若しくは居宅介護支援計画の作成又は施設介

護を担当させる機関を指定しました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定介護機関の名称 所在地 指定年月日 事業（サービス）の種類 

グループホーム桜の里 度会郡玉城町矢野字上荒木 139 番地 3 令和 3 年 9 月 1 日 認知症対応型共同生活介護 

グループホーム桜の里 度会郡玉城町矢野字上荒木 139 番地 3 令和 3 年 9 月 1 日 
介護予防認知症対応型共同
生活介護 

訪問リハビリテーショ
ン かがやき 

四日市市西大鐘町字東谷 1610 番地 令和 3 年 8 月 1 日 訪問リハビリテーション 

訪問リハビリテーショ

ン かがやき 
四日市市西大鐘町字東谷 1610 番地 令和 3 年 8 月 1 日 

介護予防訪問リハビリテー

ション 

みやおか薬局 尾鷲市中川 18-8 令和 3 年 10 月 1 日 居宅療養管理指導 

みやおか薬局 尾鷲市中川 18-8 令和 3 年 10 月 1 日 介護予防居宅療養管理指導 

 

三重県告示第 37 号 

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する

法律（平成 6 年法律第 30 号）第 14 条第 4 項において準用する生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 50 条の

2（同法第 54 条の 2 第 5 項において準用する場合を含む。）の規定により、次のとおり指定介護機関から名称等の

変更の届出がありました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

指定介護機関 
の名称 

所在地 
事業（サー
ビス）の種

類 

変更 
事項 

変更内容 
変 更 
年月日 新 旧 

訪問介護ステーシ
ョンオランジュＴ
ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目

11-2 
訪問介護 名称 

訪問介護ステーショ

ンオランジュＴＳＵ 

訪問介護ステー
ションオランジ
ュＴＳＵＯＫＩ 

令和 3 年 

10 月 1 日 

訪問介護ステーシ

ョンオランジュＴ
ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目
11-2 

訪問介護 所在地 
津市青葉台 2 丁目
11-2 

津市津興字高砂

47 リュミエー
ル 203 号室 

令和 3 年 
10 月 1 日 

訪問看護ステーシ
ョンオランジュＴ

ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目
11-2 

訪問看護 名称 
訪問看護ステーショ
ンオランジュＴＳＵ 

訪問看護ステー
ションオランジ

ュＴＳＵＯＫＩ 

令和 3 年 
10 月 1 日 

訪問看護ステーシ
ョンオランジュＴ
ＳＵ 

津市青葉台 2 丁目

11-2 
訪問看護 所在地 

津市青葉台 2 丁目

11-2 

津市津興字高砂
47 リュミエー
ル 203 号室 

令和 3 年 

10 月 1 日 

アイン薬局伊賀上

野店 

伊賀市久米町大坪

666-4 

居宅療養管

理指導 
名称 

アイン薬局伊賀上野

店 

なかよし調剤薬

局久米店 

令和 3 年 

10 月 1 日 

アイン薬局伊賀上

野店 

伊賀市久米町大坪

666-4 

介護予防居
宅療養管理
指導 

名称 
アイン薬局伊賀上野

店 

なかよし調剤薬

局久米店 

令和 3 年 

10 月 1 日 
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デイサービス百花 
津市中河原 546 番
地 

地域密着型
通所介護 

所在地 津市中河原 546 番地 
津 市 久 居 本 町
1482-2 

令和 3 年 
11 月 11 日 

デイサービス百花 
津市中河原 546 番

地 

通所型サー

ビス（独自） 
所在地 津市中河原 546 番地 

津 市 久 居 本 町

1482-2 

令和 3 年 

11 月 11 日 

訪問介護事業所は

だし 

鳥羽市堅神町字東
新田 882 番地 1 2
階 

訪問介護 所在地 
鳥羽市堅神町字東新

田 882 番地 1 2 階 

鳥羽市屋内町 8番
地 23 シャンテ
鳥羽 102 

令和 3 年 

1 月 1 日 

訪問介護事業所は
だし 

鳥羽市堅神町字東

新田 882 番地 1 2
階 

訪問型サー
ビス（独自） 

所在地 
鳥羽市堅神町字東新
田 882 番地 1 2 階 

鳥羽市屋内町 8番

地 23 シャンテ
鳥羽 102 

令和 3 年 
1 月 1 日 

スギ薬局 長島店 
桑名市長島町松ケ
島 324 番地 

居宅療養管
理指導 

所在地 
桑名市長島町松ケ島
324 番地 

桑名市長島町松
ケ島字西島 95 番 

令和 3 年 
9 月 9 日 

スギ薬局 長島店 
桑名市長島町松ケ
島 324 番地 

介護予防居

宅療養管理
指導 

所在地 
桑名市長島町松ケ島
324 番地 

桑名市長島町松
ケ島字西島 95 番 

令和 3 年 
9 月 9 日 

谷歯科医院 
松 阪 市 立 野 町
461-5 

居宅療養管
理指導 

所在地 松阪市立野町 461-5 
松 阪 市 田 村 町
362-1 

令和 3 年 
5 月 1 日 

谷歯科医院 
松 阪 市 立 野 町
461-5 

介護予防居

宅療養管理
指導 

所在地 松阪市立野町 461-5 
松 阪 市 田 村 町
362-1 

令和 3 年 
5 月 1 日 

 

三重県告示第 38 号 

 中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する

法律（平成 6 年法律第 30 号）第 14 条第 4 項において準用する生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第 49 条（同

法第 55 条において準用する場合を含む。 ）の規定により､医療支援給付のための施術を担当する施術者を指定し

ました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

施術者の氏名 施術所の名称 所在地 指定年月日 

左路 駿 えがお整骨院 
三重県松阪市川井町上大坪 718 番地 パワー

センター松阪ＳＣ 
令和 3 年 11 月 24 日 

 

三重県告示第 39 号 

 森林法（昭和 26 年法律第 249 号）第 29 条の規定により、農林水産大臣から次のとおり保安林の指定を解除す

る予定である旨通知がありましたので、同法第 30 条の規定により告示します。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之 

1  解除予定保安林の所在場所 

桑名市多度町美鹿字日根草 1377 番 3、字八熊 1726 番 2、1727 番 2、1730 番 2、1730 番 3、多度町古野字高

野谷 3479 番 

2  保安林として指定された目的 

  土砂の流出の防備 

3  解除の理由 

  指定理由の消滅 

 

三重県告示第 40 号 

大規模小売店舗立地法（平成 10 年法律第 91 号）第 5 条第 1 項の規定による届出（新設の届出）に対して同法

第 8 条第 1 項の規定により四日市市から聴取した意見の概要について、同条第 3 項の規定により公告します。 

令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

1  大規模小売店舗の名称及び所在地 

クスリのアオキ天カ須賀店 

四日市市天カ須賀 4 丁目 359 番 1 ほか 
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2  四日市市から聴取した意見 

(1)  駐車需要の充足等交通に係る事項 

ア 当該地は、富洲原小学校及び富洲原中学校の通学地域であり、児童や生徒の通学経路の一部と、来客車

両経路及び業者車両経路が重複することから、特に通学時間帯において、歩行者・自転車への安全対策に

ついて十分な配慮を行うこと。 

  イ 周辺交通への支障が生じないよう、設置者は、来客の自動車が左折入出庫となるような対応に配慮する

こと。 

  ウ 自動二輪車の駐車場確保に努めること。 

(2)  騒音の発生に係る事項 

  ア 来店車両、搬入車両等のアイドリング禁止等を徹底し、駐車場から発生する排ガスや騒音の軽減に努め

ること。 

  イ 搬入車両の入庫作業と荷さばきは、早朝、深夜に行わないこと。 

  ウ 実際に苦情が発生した際には、真摯に対応を行うこと。 

  エ 騒音規制法（昭和 43 年法律第 98 号）・振動規制法（昭和 51 年法律第 64 号）・三重県生活環境の保全に

関する条例（平成 13 年三重県条例第 7 号）の騒音及び振動関係の届出が必要な場合、当該敷地境界で規制

基準を遵守するとともに、規制基準を超過するおそれがある場合には、規制基準値以下となるよう対策を

とること。 

(3)  廃棄物に係る事項 

  ア 事業活動において生じた廃棄物は事業者自らの責任において適正に処理すること。なお、四日市市クリ

ーンセンターへ搬入できる廃棄物は一般廃棄物のみであり、同センターに廃棄物を搬入する場合は、廃棄

物搬入許可の必要の有無について、予め四日市市環境部生活環境課廃棄物対策室に確認すること。 

(4)  その他の事項 

  ア 当該出店計画については、周辺の地元自治会をはじめ、地域住民に広く周知すること。また、この計画

により周辺住民の生活において生じると考えられる諸問題等については、早急に対応策を地元と協議し、

その解決を図ること。 

  イ 3,000 ㎡以上の土地の形質変更を行う場合は、土壌汚染対策法（平成 14 年法律第 53 号）第 4 条第 1 項

の規定に基づき、形質変更に着手する 30 日前までに「一定規模以上の土地の形質の変更届出書」（様式第

6 を環境保全課に提出するとともに、三重県生活環境の保全に関する条例第 72 条の 2 の規定に基づき、土

地履歴等の調査を行うこと。 

  ウ 環境関連法令等に該当する施設を設置する場合には事前に届出が必要となるため、予め環境保全課と協

議すること。 

  エ 青少年の健全育成のため、青少年のみまもり活動等に協力すること。 

  オ 青少年育成室の補導員等が街頭パトロール巡回の際には、理解と協力をすること。 

3  意見の縦覧場所 

三重県雇用経済部中小企業・サービス産業振興課 

4  意見の縦覧の期間及び時間 

令和 4 年 1 月 25 日から同年 2 月 25 日まで 

開庁日の午前 9 時から午後 5 時まで 

 

 

人 事 委 告 示 

 

三 重 県 人 事 委 員 会 告 示 第 一 号  

職 員 の 臨 時 的 任 用 の 承 認 に 関 す る 権 限 の 一 部 委 任 （ 昭 和 三 十 三 年 三 重 県 人 事 委 員 会 告 示 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 し 、 公 表 の 日 か ら 施 行 す る 。  

  令 和 四 年 一 月 二 十 五 日  

三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子    

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  
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 改   正   後  改   正   前  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  
二  委 任 す る 事 項  二  委 任 す る 事 項  

１  （ 略 ）  １  （ 略 ）  

２  削 除  ２  三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 六 ― 五 第 十 九 条 第 二 号

に 規 定 す る 臨 時 の 職 の う ち 、 単 純 な 労 務 に 従 事

す る 職 へ の 臨 時 的 任 用 の 承 認  

３  （ 略 ）  ３  （ 略 ）  

三  （ 略 ）  三  （ 略 ）  

 

三重県人事委員会告示第 2 号 

選考職種の指定及び採用資格要件（昭和 41 年三重県人事委員会告示第 1 号）の一部を次のように改正し、公表

の日から施行します。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三重県人事委員会委員長  竹  川  博  子   

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。 

改  正  後 改  正  前 

１ （略） １ （略） 

２ 規則第 14 条第 6 号の規定により選考で採用させ

る職は次のとおりとする。 

２ 規則第 14 条第 6 号の規定により選考で採用させ

る職は次のとおりとする。 

(１) （略） (１) （略） 

(２) 削除 (２) 単純な技能労務の職 

(３)～(７) （略） (３) ～(７) （略） 

 

 

海 調 委 告 示 

 

三重海区漁業調整委員会告示第 1 号 

 三重海区におけるとらふぐ産卵親魚の採捕について、漁業法（昭和 24 年法律第 267 号）第 120 条第 1 項の規定

に基づき、次のとおり指示します。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三重海区漁業調整委員会会長  淺  井  利  一   

1  採捕制限 

次に掲げる点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ａを順次結んだ線によって囲まれた区域において、3 月 15 日から 5 月 15 日

まで、とらふぐを採捕してはなりません。 

ただし、試験研究又は増殖用種苗供給のための採捕についてはこの限りではありません。 

点Ａ 北緯 34 度 25 分 02 秒 東経 136 度 56 分 49 秒 

点Ｂ 北緯 34 度 25 分 02 秒 東経 136 度 59 分 49 秒 

点Ｃ 北緯 34 度 22 分 12 秒 東経 136 度 59 分 49 秒 

点Ｄ 北緯 34 度 22 分 12 秒 東経 136 度 55 分 49 秒 

（経緯度数値については世界測地系によります｡） 

2  指示の有効期間 

令和 4 年 2 月 1 日から令和 5 年 1 月 31 日まで 

 

 

公 告 
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土地改良法（昭和 24 年法律第 195 号）第 68 条第 4 項において準用する同法第 18 条第 17 項の規定により、次

の土地改良区から清算人の就任の届出がありました。 

  令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

清算法人八王子土地改良区（四日市市八王子町 260 番地 1） 

就任清算人 

四日市市波木町 1982 番地 64 小 林 勝 則 

     〃  笹川五丁目 59 番地 小 林 健 雄 

   〃  八王子町 385 番地 西 中   保 

   〃     〃 27 番地 1 山 下 昭 彦 

   〃    〃 448 番地 1 榊   英 雅 

 

測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 39 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定により、次の公共測量を

実施する旨、独立行政法人水資源機構川上ダム建設所長から通知がありました。 

    令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

1   作業種類 

    公共測量（水準測量） 

2   作業期間 

    令和 4 年 1 月 20 日から同年 3 月 31 日まで 

3   作業地域 

  伊賀市阿保、同市川上、同市種生及び同市老川 

 

測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 39 条において準用する同法第 14 条第 2 項の規定により、次の公共測量が

令和 3 年 12 月 7 日に終了した旨、三重県津建設事務所長から通知がありました。 

    令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

1   作業種類 

    公共測量（2 級基準点測量） 

2   作業地域 

    津市一志町波瀬 

 

 都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第 29 条第 1 項の規定により許可しました開発行為に関する工事は、次

のとおり完了しました。 

    令和 4 年 1 月 25 日 

三 重 県 知 事  一  見  勝  之   

工事完了年月日 開発区域又は工区に含まれる地域の名称 許可を受けた者の住所及び氏名 

令和 4 年 

1 月 11 日 
三重郡川越町大字高松字里中 622 ほか 1 筆ほか 

四日市市富田 1 丁目 23-16 

鈴 木 茂 仁 

令和 4 年 
1 月 13 日 

三重郡菰野町大字菰野字柳林 1847-72 
四日市市高見台2丁目1 デンソー高見台社宅232 
西 翔 

令和 4 年 
1 月 17 日 

員弁郡東員町大字八幡新田字村東 316-14 
岐阜県岐阜市東鶉 3 丁目 61 
株式会社まごころ住宅 

代表取締役 藤 村 典 久 
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